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１ 目的 

本報告の目的は，非行からの離脱 desistance について，自己物語 narrative に焦点を置

き，考察することにある．近年，非行や犯罪からの離脱が専門家によってテーマ化され，議

論が起きつつある．その一方で，離脱に関する社会学による実証的な研究は一部を除いて我

が国においてはほぼ行われていない（只野ほか 2017）．だが，非行や犯罪からの離脱につ

いて社会的な課題として検討していく上では，離脱の要因について量的研究をもって検討

するだけでなく，非行や犯罪という経験を自分の人生に組み込んでいくプロセスについて

質的研究をもって検討することも重要になろう（相良 2013）． 

 

２ 方法 

 本報告では，更生保護施設 Z（以下，施設 Z）に在所していた Aさんに対するインタビ

ュー調査から得られたデータをもとに考察する．Aさんは調査当時 20代前半であり，

2011年 7月～2014年 8月ごろまで施設 Zに入所していた．Aさんに対しては 2012年 1

月から 2014年 8月までに計 9回のインタビュー調査を行った．また，施設 Zを退所して

から 2018年 3月までに計 6回のインタビュー調査も行っている．なお，調査にあたり同

意書を取り交わしたうえで協力を得るなどの倫理的配慮をしている．また，本報告は相良

（2013）に対し，追加調査を行った上で再度分析および考察をしたものである． 

 

３ 結果 

 分析の結果，Aさんは贖罪の脚本 redemption scriptの特徴に類似するような自己物語

を展開していた．この贖罪の脚本とは，Maruna（2001=2013）において非行や犯罪から

離脱している人々が展開する自己物語の形式とされるものである．他方で，贖罪の脚本を

展開する上で，語り手が時に過度な我慢を強いられるなどのネガティヴな側面も指摘でき

た．そこから贖罪の脚本の脆弱さについても伺えた．これらの分析結果を踏まえた上で，

離脱にむけた支援のあり方について言及する必要があろう． 
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